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施策の評価と今後の方向性
（施策を取り巻く環境の変化
と、施策内における21年度以
降の経営資源の配分方針な
ど）

改善・改革の方向性

　福祉サービスが措置から契約へと移行する中、客観的にサービス利用者への情報提供や相談
の仕組みを保っていくことは大切であることから、今後も区広報紙やポスター、事業者向け事業説
明会などでＰＲに努め、相談や受審のメリットについての理解を求めていく。

＜成果指標について＞
成果指標１（第三者評価受審件数）について
　１８年度は前年実績を大きく（△１６件、△２７.6％）下回った。これは、１８年４月から利用者が事
業所を選ぶための情報提供の仕組みである「介護サービス情報の公表」制度が開始されるなど、
本事業のほかにも利用者を支援する環境が整ったためである。１９年度は若干持ち直したもの
の、他にも利用可能な環境が整った現在、今後の事業の大幅な伸びは期待できない。こうした中
で、福祉サービス苦情調整委員制度や福祉サービス第三者評価制度の周知に努め、サービスの
質の向上を図っていく。
　成果指標２（訪問介護員レベルアップ研修受講者数）について
１８年度以降、着実に増加し、目標数値に近づいている。本事業は、社会福祉協議会に委託して
実施している事業であるが、今後とも同協議会とともに受講者増に努めていく。
　＜コスト実績について＞
　１９年度は前年度に比べ事業費△１百万円、職員人件費△３百万円とダウンした。これは主に①
福祉サービス第三者評価事業推進事業において助成対象が比較的小規模施設が多かったため
に補助単価の下がったこと、及び、②訪問介護員レベルアップ研修委託事業における職員の定員
管理の見直しに基づくものである。
　①における助成対象の施設規模は様々であり、補助経費がこれ以上下がることはないと考えら
れる。また、人件費については、現時点においても可能な限り効率な事務の遂行に努めている
が、引き続き職員の定員管理の更なる見直しに努めていく。
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施策名 福祉サービス利用者への支援

施策意図

現状と課題

サービスを必要とする人が安心して福祉サービスを利用している。

身近な地域で利用者のニーズに的確に対応した福祉サービスの質の向上が求められている。ま
た、利用者のサービス選択のため、福祉サービス提供事業者のサービスの内容や質等の情報が
わかりやすく、容易に入手できるようにする必要がある。情報が広く公表されることにより、サービ
スの質の向上に向けた取組も促進できる。
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平成20年度　施策評価表

施策名 地域支援体制の整備

施策意図

成果指標１

地域で頼れる人や相談先があ
る区民の割合（マーケティング
調査）
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現状と課題

支援を必要としている人を地域ぐるみで支えている。

　民生委員・児童委員や社会福祉協議会の活動は、認知度が高いとはいえないため、その存在
や役割を広く区民にＰＲし、支援を必要とする人が迅速かつ適切にサービスを利用できるようにす
る必要がある。
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施策の評価と今後の方向性
（施策を取り巻く環境の変化と、
施策内における21年度以降の
経営資源の配分方針など）

改善・改革の方向性

　本施策については、総コストの約5割が社会福祉協議会への補助金であるが、その内の約7割
は社協運営費（人件費、施設維持費）となっている。また、施策の２６%を占める民生委員関係事務
費もその大半は民生委員の活動費である。社協補助金（運営費）や民生委員活動費の抑制は優
秀な人材の流失や志気の低下など施策全体の後退につながるものと懸念される。そのため、本
施策においては、各事業のコスト上昇をできる限り抑えつつ、成果の向上を目指すべきものと考え
る。特に社協補助金については、区の助言により設置された社協外部評価制度における提言を
的確に反映させ、社協事業費の一層の効率化を図る。また、地域支援の今後のしくみづくりにあ
たっては、町会、民生委員、ボランティアといったそれぞれ地域福祉の担い手として核となる方々
について、役割分担の明確化が必要となってきており、国・都の動向を踏まえつつ検討の機会を
確保していきたい。

【施策の評価・成果分析】
　かつしかあんしんネット対象者1人あたりの協力員数が17年度比で3倍に増加する一方、地域で
頼れる人や相談先がある区民の割合も34.8%から41%に上昇するなど、支援を必要とする人を地域
で支える仕組みは、着実に成果を上げている。

【施策の評価・コスト分析】
　新規事業である防災ネットワークモデル事業の立上げや権利擁護センター事業の拡充（社協補
助事業）などを図る中、トータルコストは18年度比で0.75%の微減となっている。

【今後の方向性】
　振り込め詐欺の増加や大規模地震、ゲリラ豪雨の頻発など、支援を必要とする人を地域ぐるみ
で支える「地域支援体制の整備」は、より一層の拡充が求められている。今後、高齢化率の益々
の上昇が見込まれる中、区民の身近な相談相手である民生・児童委員や社会福祉協議会の存在
及び役割を広くＰＲするとともに、ひとりぐらし高齢者等が住み慣れた地域で安心して暮らし続けら
れるよう、地域全体で見守り支援する、かつしか・あんしんネット事業の拡充など「地域支援体制」
の更なる充実を図る。
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地域支援体制の整備
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